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自己骨髄由来M2マクロファージを用いた重症心不全に対する心筋再生治療の開発

基本特許の出願に向けた、重症心不全におけるM2マクロファージの最適化を

図っている。共同研究、もしくはライセンスアウトを行う企業を求めている。

心不全において障害心筋へ
の過剰な炎症反応は有害な
心筋リモデリングを起こし
重症心不全の悪化因子とな

近年る。 、有害な炎症反応
を抑えるために種々の試み
がなされているが、組織修

2)復型(M マクロファージが
心筋リモデリングにおいて

一方で、M2マクロファージを用いた重症心不全への細胞治療はいまだ実
現していない。本研究の目的は、in vitroおよびin vivoの実験データから
重症心不全におけるM2マクロファージの有用性を解明し、臨床応用を目
指すことである。
本研究によって今後患者数の増加が見込まれる末期重症心不全を有する患
者に対して、自家M2マクロファージを用いた低侵襲かつ有効な細胞治療
の実現が期待される。

重要な役割を果たすと考えられている。


